
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
７月１２日（水）に第一小と上江別小の６年生が第一中

学校を訪れる中学校登校が実施されました。当日の日程は、
２校時の全体説明会、３校時の授業体験、給食の喫食です。
ただし、第一小は、既に第三中学校区の中学校登校を体験
していたので、２校時の全体説明会に参加した後、校内見
学をして帰校となりました。 
全体説明会は、中学校の先生によるキャリア教育の内容

で行われました。 
まず、第一中学校区事務局の先生から日程等の説明が行

われ、その後、第一中学校の校長先生から歓迎の挨拶があ
りました。第一中学校の歴史や有名な卒業生についての紹
介、中学進学に向けての心がまえ等についてのお話があり、
子どもたちは真剣な眼差しで聞いていました。 
次に、中学校の教務部の先生から「中学校での学習、成

績について」のお話がありました。算数科から数学科へ、
外国語科から英語科へ等、教科の名称が変わること、テス
トのやり方が変わり、年４回の重要なテストがあること、
そのために地道な家庭学習が必要となること、５段階評定
に変わること等、学習面で小学校と大きく変わる事柄につ
いて、中学生の意識調査のデータ等をもとにわかりやすく
説明してくれました。 
続いて生徒指導部の先生から「中学校での生活」につい

てのお話がありました。授業時間が５０分になり、中休み
や昼休みがないこと、３分前に学習の準備を整える必要が
あること、中学校の主な行事や放課後学習等について、写
真や資料をもとに説明をしてくれました。 
最後に、進路指導担当の先生から「中学校卒業後の進路

について」のお話がありました。夢や希望を持つことの大
切さ、高校入試について、勉強だけでなく生徒会活動や部
活動、友達とのかかわりも大事であること等について、具
体的な例をもとに話をしてくれました。 
３校時の授業体験は、上江別小の 1 組が体育科、２組が

国語科、３組が英語科の授業を受けました。 
体育科は、中学校の集団行動や準備運動のやり方を実際

に身体を動かしながら体験しました。先生の指示でいろい
ろな隊形になって整列したり、バービージャンプ等の少し
身体に負荷をかける運動をやってみたりしました。６年生
の子どもたちにとっては新鮮に感じられる内容で、笑顔で
楽しそうに取り組んでいました。 
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中学校の校長先生のお話 

 

中学校の生活について 

 

体育科の授業体験の様子 

 

国語科の授業体験の様子 

 



国語科は、ことわざや慣用
句を調べて「おみくじ」をつ
くる学習でした。授業の中で
は、「大吉」、「小吉」等のくじ
の内容に合うことわざや慣用
句を選んだり、「おみくじ」の
文章を書いたりしましたが、
子どもたちはお手本を参考に
しながら最後まで粘り強く取
り組んでいました。 
英語科は、先生の英語による

自己紹介を参考にして自分の自己紹介の内容を考え、実際に
やってみるという学習でした。中学１年生が授業の中で行っ
た活動でしたが、６年生の子どもたちは、小学校の外国語科
で学習したことを生かして、積極的に取り組んでいました。 
どの教科の学習も、最初は緊張していた子どもたちでした

が、授業が進むにつれて中学校の先生とのやりとりにも慣れ、
目を輝かせて学習に取り組むようになりました。中学校の教
室や体育館で、中学校の先生に教えてもらった経験は、子ど
もたちにとって貴重なものとなったことと思います。 
尚、第一中学校区は、第三中学校に進学する第一小の子ど

もたちが困らないように、お互いに推進会議に参加して情報
交換を行ったり、管理職間の連携を図ったりする等、第三中学校区との「中・中連携」も
進めながら、小中一貫教育に取り組んでいます。 
 
 
 
 
 第一中学校区では、昨年度の保護者アンケート等の結果を踏まえて、小中一貫教育に関
する情報発信をより積極的に行っていくこととしました。その取組の一つとして、家庭・
地域向けの啓発資料「一目でわかる小中一貫教育」を作成し、配布しています。他にも、
学校便りやホームページ等を通じて、各種取組の成果等についても随時発信しています。 
 
 
 
 
 

英語科の授業体験の様子 

 

中学校での給食の様子 

 

第一小、上江別小、第一中は「書
く」「対話」「表現」の３点を各
教科の学習で大切にします！ 

第一中学校区「一目でわかる小中一貫教育」のリーフレット 

 


